
向動

動

向

イ
ン
ド
地
図
学
史
に
関
す
る

サ
ー
カ
ー
と
フ
ィ
リ
モ
ア
の
労
作

は
　
し
　
が
　
き

海
　
野
　
｝
　
隆

　
周
知
の
よ
う
に
、
残
さ
れ
た
記
録
器
の
少
な
い
イ
ン
ド
で
は
、
考
古
学
的

な
遺
跡
や
遺
物
は
別
と
し
て
、
イ
ン
ド
自
体
の
史
料
に
よ
る
歴
史
の
再
構
成

が
、
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
こ
の
点
精
確
の
歴
史
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
か
イ
ン
ド
固
膚
の
地
図
学
を
解
明
し
た
文
献
に
接
す
る
こ
と
は
、

殆
ど
稀
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
サ
ー
カ
ー
の

論
考
は
、
短
か
い
も
の
な
が
ら
一
つ
の
展
望
を
与
え
て
く
れ
る
貴
重
な
下
獄

と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
極
め
て
荒
い
デ
ッ
サ
ン
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
れ

に
よ
っ
て
イ
ン
ド
の
地
図
学
史
が
通
観
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
今
後
の

研
究
に
手
掛
り
と
な
る
点
が
多
い
。

　
さ
て
そ
の
論
考
と
い
う
の
は
、
彼
の
論
文
集
た
る
O
・
○
・
ω
綜
。
鍵
　
ω
け
午

象
①
。
。
ぎ
夢
o
O
8
σ
Q
尻
碧
プ
《
o
｛
》
琴
δ
王
卿
≧
Φ
象
①
く
巴
H
一
乙
一
2
U
。
｝
ぼ
”

お
①
O
の
中
の
一
篇
図
区
貝
O
母
8
α
q
峯
讐
罵
（
署
』
＆
～
b
。
㎝
O
）
で
あ
る
。

こ
れ
は
も
と
目
δ
岡
づ
象
雪
〉
誇
三
！
．
Φ
ω
”
＜
o
ピ
ρ
装
ρ
同
（
お
緊
）
に
、

ぎ
璽
H
巳
・
§
婁
護
『
§
竃
題
し
て
嚢
さ
れ
た
も
の
で
夢
。
殉
・

そ
れ
は
同
じ
雑
誌
の
四
巻
一
号
（
一
九
五
〇
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
フ
ィ
リ
モ

ア
　
（
菊
’
H
両
’
　
℃
ぴ
踏
一
一
犀
回
O
村
O
）
　
の
「
イ
ン
ド
固
有
の
地
図
」
　
（
H
旨
a
σ
q
o
担
〇
二
ω

H
乱
置
昌
認
斜
℃
ω
）
と
い
う
書
簡
に
癒
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
モ
ア
に

は
、
書
簡
の
内
容
と
多
少
関
連
す
る
左
記
の
如
き
二
篇
の
短
報
が
あ
り
、
そ

れ
ら
は
と
も
に
イ
ン
ド
の
古
地
図
を
解
説
す
る
。

　
　
図
錠
ぐ
国
鍔
け
H
邑
一
碧
嵐
欝
陽
”
H
ヨ
潔
。
ソ
貯
巳
舘
く
○
ド
く
鐸
6
8

　
　
日
腎
g
ぎ
蝕
き
罎
帥
甥
勉
囲
諺
ρ
⑳
o
ソ
密
嵩
巳
”
＜
o
冒
H
〆
6
紹

　
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
先
ず
サ
ー
カ
ー
の
論
考
の
発
端
と
な
っ
た
フ
ィ
リ
モ

ア
の
書
簡
の
内
容
を
紹
介
し
、
そ
れ
と
の
関
連
も
あ
り
、
か
つ
貴
重
な
資
料

を
提
供
す
る
前
記
二
篇
の
短
報
の
要
点
を
記
し
た
の
ち
、
サ
ー
カ
ー
の
論
考

の
全
訳
を
掲
げ
、
こ
れ
に
図
版
お
よ
び
訳
注
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
な

お
こ
れ
ら
両
人
が
引
用
す
る
文
献
の
中
に
は
、
閲
覧
が
容
易
で
な
い
も
の
が

あ
る
の
で
、
そ
の
す
べ
て
に
当
た
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
筆
者
未
見
の
文
献

の
わ
が
国
で
の
所
在
に
つ
い
て
、
教
示
が
頂
け
る
な
ら
ば
、
ま
こ
と
に
あ
り

が
た
い
。

フ
ィ
リ
モ
ア
の
労
作

前
述
の
フ
ィ
リ
モ
ア
の
書
簡
は
、
一
九
五
〇
年
一
月
三
一
臼
付
と
同
年
三
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月
一
二
日
付
の
二
通
に
わ
か
れ
て
い
て
、
ど
ち
ら
も
大
変
短
か
い
も
の
で

あ
る
。
前
者
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
、
イ
ン
ド
固
有
の
地
図
に
関
す
る
情

報
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ
た
と
し
て
、
彼
の
著
書
「
イ
ン
ド
測
量
局
史
録
」

（
国
置
8
臨
。
卍
巴
①
o
o
a
ω
o
団
叶
け
①
ω
賃
H
〈
o
団
。
｛
冒
仙
貯
　
　
以
下
出
．
渕
’
ω
●

H
・
と
略
称
）
の
第
一
巻
に
言
及
し
た
と
い
う

　
イ
ブ
ン
・
ハ
ウ
カ
ル
（
H
σ
爵
　
H
肖
ρ
償
財
ρ
一
）
の
地
図
（
寓
■
国
・
ω
・
H
・
図
版
第

　
　
四
、
臼
＝
9
知
σ
雲
あ
8
”
頃
駐
8
H
嘱
。
昂
ぎ
臼
餌
p
ω
8
0
鼠
び
冠
H
富
○
芝
昌

　
　
遇
ω
8
臥
鴛
ω
．
く
。
押
ド
よ
り
転
載
）

　
O
｝
卿
α
著
一
喫
”
》
団
①
Φ
⇔
跨
貯
げ
①
旨
団
所
載
ヒ
ソ
ド
ゥ
地
図
　
（
鍛
．
図
・
ω
■
H
9
二

　
　
〇
八
頁
の
注
四
）

　
イ
ス
タ
カ
リ
（
囲
。
◎
叶
ρ
一
門
財
ρ
目
一
）
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
地
図
（
崔
娼
口
◎
o
Q
●
押
二

　
　
二
〇
頁
、
月
鎚
ロ
ω
p
o
鉱
。
口
。
・
o
h
鋳
Φ
ω
o
日
σ
謎
O
o
o
α
q
話
℃
鎌
。
鎮
6
Q
o
9
⑦
ぴ
ざ
く
。
ド

　
　
H
H
い
一
Q
。
念
．
唱
や
O
o
。
～
醤
）

な
ど
を
見
本
と
し
て
挙
げ
、
こ
う
し
た
古
地
図
特
に
一
七
世
紀
以
前
の
も
の

に
関
す
る
情
報
を
歓
迎
す
る
と
述
べ
る
。
ま
た
イ
ン
ド
測
量
局
に
は
、
こ
の

種
の
地
図
が
い
く
ら
か
蔵
さ
れ
て
お
り
、
　
「
イ
ン
ド
測
量
局
史
録
」
の
一
〇

頁
の
注
五
に
、
そ
の
関
係
記
事
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
あ
と
の
書
簡
で
は
、
古
地
図
研
究
誌
「
イ
マ
ゴ
・
ム
ン
デ
ィ
」
　
（
H
ヨ
9
σ
q
o

鼠
壁
象
）
の
編
集
老
バ
グ
ロ
フ
（
U
．
ヒ
d
㊤
σ
q
搬
O
毛
）
か
ら
の
来
信
中
の
、
イ
ン
ド

地
図
学
に
対
す
る
感
想
の
部
分
の
紹
介
と
、
史
料
の
補
遺
を
行
な
っ
て
い
る
。

新
た
に
紹
介
さ
れ
た
史
料
は
、

　
ヘ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
ス
（
ノ
く
騨
霞
①
躊
虚
言
叶
ヨ
σ
Q
ω
）
に
贈
ら
れ
た
ネ
パ
ー
ル
の

　
　
　
　
②

　
　
古
地
図
（
顕
’
切
．
ω
．
押
第
一
巻
二
〇
八
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
バ
ラ
モ
ン
の
世
界
図
（
寓
●
図
．
ρ
り
一
六
一
頁
、
O
蜀
α
謹
言
”
諺
器
魯
〉
搾
，

　
　
げ
費
曙
第
一
巻
の
口
絵
お
よ
び
第
二
巻
三
四
九
一
五
〇
頁
）

の
二
点
で
あ
る
。

　
次
に
フ
ィ
リ
モ
ア
が
「
イ
マ
ゴ
・
ム
ン
デ
ィ
」
誌
に
発
褒
し
た
前
掲
の
二

篇
の
短
報
で
あ
る
が
、
以
下
簡
単
に
一
九
五
〇
年
の
も
の
を
藤
壷
一
、
一
九

五
二
年
の
も
の
を
短
報
二
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
先
ず
短
報
一
で
は
、
次
に

挙
げ
る
如
き
史
料
が
手
短
か
に
　
解
説
さ
れ
る
。
な
お
、
そ
れ
に
は
図
版
は
全

く
な
い
。

　
一
七
八
七
年
の
ω
①
幹
ω
国
地
図

　
　
デ
リ
ー
の
ム
ガ
ー
ル
王
宮
で
発
見
さ
れ
た
資
料
に
よ
り
、
一
七
八
七
年

　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
リ
ン
ド
（
図
冒
α
）
が
描
い
た
も
の
で
、
粗
雑
な
が
ら
パ
ン
ジ
ャ
ブ
の
五

　
　
河
川
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。
こ
の
図
が
や
や
改
訂
さ
れ
て
、
一
七
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
二
年
の
レ
ン
ネ
ル
（
菊
Φ
⇔
器
　
）
の
地
図
（
鍔
勾
・
ω
・
押
第
八
図
）
と
な

　
　
つ
た
。

　
イ
ン
ド
測
量
局
所
蔵
ア
フ
ガ
ン
地
図

　
　
右
の
図
と
同
じ
く
、
イ
ス
ラ
ム
系
の
地
図
で
、
一
八
七
九
～
八
二
年
の

　
　
戦
争
中
に
、
司
令
官
（
》
琶
ε
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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向山

　
　
麟
に
は
カ
ブ
ー
ル
（
囚
ρ
び
巳
）
州
の
北
部
辺
境
一
帯
が
示
さ
れ
る
。

　
シ
ヅ
キ
ム
地
図

　
　
一
八
八
七
年
の
チ
ベ
ヅ
ト
・
シ
ヅ
キ
ム
戦
争
の
際
、
チ
ベ
ッ
ト
軍
が
作

　
　
成
し
た
図
を
縮
小
し
た
も
の
で
、
チ
ベ
ッ
ト
風
な
い
し
シ
ナ
風
で
あ
る
。

　
一
八
二
四
年
の
チ
ベ
ッ
ト
地
図

　
　
イ
ギ
リ
ス
の
ネ
パ
ー
ル
駐
在
事
務
官
ホ
ズ
ソ
ソ
（
頃
吐
二
二
鵠
。
像
σ
q
ω
o
昌
）

　
　
の
た
め
に
、
チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
マ
僧
が
書
い
た
も
の
で
、
見
取
り
図
風
の

　
　
道
順
図
。
（
悶
。
図
・
ω
●
H
幽
第
三
昏
昏
一
一
章
）

以
上
の
ほ
か
、
前
述
の
書
簡
に
挙
げ
る
バ
ラ
モ
ン
の
世
界
図
は
、
バ
ロ
ウ

（
閑
窪
げ
①
添
ご
ご
⊆
嵩
。
宅
）
が
一
七
八
九
年
カ
シ
プ
ー
ル
（
囚
ρ
ω
げ
首
霞
）
で
入
手

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
し
、
ま
た
バ
ロ
ウ
が
同
年
ラ
ム
プ
ー
ル
（
勾
騨
露
唱
霞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
見
た
ア
ブ
ル
・
フ
ァ
ズ
ル
（
》
び
百
一
一
一
団
ρ
N
一
）
編
〉
ぎ
－
学
》
閃
げ
ρ
覧
に
は
、

主
要
都
市
の
地
理
的
位
置
の
一
覧
衰
が
収
め
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。
グ
ラ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ド
ウ
ィ
ソ
（
○
一
画
山
老
冒
）
訳
の
匿
苧
7
》
騨
げ
ρ
瓢
の
第
二
巻
三
四
九
～
五
〇

百
ハ
に
は
、
パ
ロ
ウ
が
ヒ
ソ
ド
ゥ
の
経
度
測
定
法
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
も
指

摘
す
る
。
（
譲
電
押
q
り
・
固
目
第
一
三
二
〇
八
頁
、
三
】
九
頁
）
な
お
書
簡
に
挙
げ
る

ネ
パ
…
ル
の
古
地
図
に
つ
い
て
の
｝
。
。
獲
臨
。
肉
Φ
。
。
Φ
霞
。
げ
①
。
。
の
中
の
ウ
ィ
ル

フ
ォ
ー
ド
（
〆
＜
｛
【
h
o
同
戯
）
の
言
葉
を
引
用
す
る
が
、
同
じ
箇
所
が
サ
…
カ
ー

の
論
考
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

　
警
報
二
は
標
題
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
次
の
三
種
の
古
地
図
の
解
説
で

あ
る
σ
以
下
各
図
に
つ
い
て
の
説
明
の
要
点
を
示
そ
う
。
な
お
地
図
は
三
種

と
も
そ
れ
に
複
製
さ
れ
て
い
る
。

　
ム
ガ
…
ル
時
代
の
西
北
イ
ン
ド
・
カ
ブ
ー
ル
地
図
（
イ
ン
ド
測
鍛
局
所
蔵
）

　
　
デ
リ
ー
の
ム
ガ
ー
ル
王
宮
に
あ
っ
た
も
の
で
、
一
七
八
○
年
頃
原
本
か

　
　
ら
写
さ
れ
て
い
る
。
内
容
か
ら
判
断
し
て
原
本
は
、
一
六
五
〇
～
一
七

　
　
三
〇
年
に
で
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
八
二
・
五
×
七
五
セ
ン
チ
の
旧
き

　
　
さ
の
紙
二
面
か
ら
成
り
、
重
な
り
の
部
分
が
約
一
二
・
五
セ
ン
チ
あ
る
。

　
　
東
は
ジ
ャ
ム
ナ
（
冒
ヨ
轟
）
川
（
ガ
ン
ジ
ス
川
の
上
流
）
、
西
は
出
①
一
筆
蛋
⇔
α

　
　
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
南
部
）
、
北
は
カ
シ
ミ
ー
ル
、
南
は
イ
ン
ダ
ス
河
口
ま

　
　
で
を
含
み
、
地
名
は
ペ
ル
シ
ャ
語
で
、
英
訳
が
付
け
て
あ
る
。
一
七
九

　
　
三
年
刊
の
レ
ン
ネ
ル
の
、
鼠
。
欝
。
耽
、
に
、
〃
ペ
ル
シ
ャ
語
の
パ
ン
ジ

　
　
ャ
ブ
地
図
に
よ
っ
て
大
い
に
助
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
土
着
の
人
に
よ
っ

　
　
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ン
の
政
府
文
書
の
中
に
残
っ
て

　
，
い
た
。
地
名
は
故
デ
ー
ヴ
ィ
（
U
巽
図
）
少
佐
に
よ
っ
て
丁
寧
に
ペ
ル
シ

　
　
ャ
語
か
ら
訳
さ
れ
た
。
”
と
あ
る
そ
の
地
図
は
こ
れ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
（
彼
は
地
図
の
内
容
を
細
か
く
検
討
し
て
い
る
が
、
煩
　
填
を
避
け
る
た
め
に
図
版

　
　
を
も
っ
て
紹
介
に
代
え
た
い
。
次
頁
の
図
版
参
照
。
）

　
ベ
ン
ガ
ル
語
の
腎
聾
奉
撃
旨
恥
＝
9
週
目
σ
q
び
霧
（
下
ア
ッ
サ
ム
）
の
境
界
見

　
　
取
り
図

　
　
下
ア
ッ
サ
ム
の
0
8
ぢ
霞
ρ
地
区
の
税
務
測
量
官
の
一
八
四
九
年
の
通
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中
6

　
　
う

齢
，
ら
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ヘ
へ
髄
⑤
ド

　
髭
ギ

訓
ド

　
ロ
い
セ
ノ
ノ
　
い
　
リ
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し
　
ハ
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向動

　
　
知
書
の
一
頁
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
で
、
測
量
す
べ
き
土
地
の
大
体
の

　
　
位
置
を
測
量
宮
に
示
す
た
め
の
図
で
あ
る
。

　
吋
、
ラ
タ
（
ン
．
同
露
．
鴛
囲
毎
）
語
の
美
玉
ナ
ラ
（
｝
〈
舘
葺
養
）
地
図
（
イ
ン
ド
測
量

　
馬
所
蔵
）

　
　
大
き
さ
約
一
五
〇
×
五
五
セ
ン
チ
で
、
ゴ
ア
に
隣
接
す
る
北
カ
ナ
ラ
か

　
　
ら
南
の
〉
σ
Q
ぎ
器
三
三
川
ま
で
が
描
か
れ
る
。
一
八
世
紀
末
以
後
の
も

　
　
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
史
料
に
重
点
を
置
い
て
、
フ
ィ
リ
モ
ア
の
労
作
を
紹
介
し
た
が
、
要

す
る
に
そ
れ
ら
は
史
料
の
紹
介
な
い
し
は
解
説
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

地
図
学
史
の
組
立
て
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
彼
に
よ
っ
て
公

に
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
地
図
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
秘
め
た
な
が
い
過
去
を
語
り
は

じ
め
る
日
も
遠
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

①
　
新
旧
両
稿
を
比
べ
て
み
る
と
、
新
稿
に
は
増
補
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
。

②
　
こ
の
國
に
関
す
る
ウ
ィ
ル
フ
ォ
！
ド
（
≦
一
一
｛
O
戦
α
）
の
解
説
が
、
　
こ
こ
に
紹
介

　
し
た
フ
ィ
リ
モ
ア
の
田
家
ジ
、
二
二
匂
・
叶
H
謬
象
湯
帰
客
p
唱
ω
お
よ
び
サ
ー
カ
ー
の
論
考

　
に
引
爾
さ
れ
て
い
る
。

③
サ
ー
カ
ー
の
論
考
に
、
O
蜀
畠
詫
営
訳
匿
亨
や
≧
合
碧
一
第
…
巻
の
謄
部
洲
図

　
と
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

④
フ
ィ
リ
モ
ア
の
短
報
二
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
測
量
官
で
あ
る
。

⑤
　
レ
ソ
ネ
ル
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
初
期
最
大
の
イ
ン
ド
地
図
作
家
と
し
て
知
ら

　
れ
る
。
　
一
七
幽
ご
年
生
れ
で
、
一
七
六
四
年
ベ
ン
ガ
ル
総
測
量
技
師
に
任
ぜ
ら
れ
、

　
一
七
七
七
年
ま
で
イ
ン
ド
に
滞
在
し
た
。
そ
れ
以
後
｝
八
三
〇
年
（
没
年
）
に
至
る

　
ま
で
、
イ
ン
ド
地
図
の
作
成
に
カ
を
注
い
だ
。
大
作
ヒ
ン
ド
ス
タ
ン
地
図
（
言
㊤
℃

　
O
団
国
ぎ
O
O
ω
富
離
一
七
八
二
年
刊
）
　
・
ペ
ソ
ガ
ル
地
図
帳
（
b
づ
。
鵠
σ
q
a
＞
謡
欝
。
。
一

　
七
七
九
年
刊
）
そ
の
他
の
作
品
が
あ
る
。

　
　
茅
メ
8
8
一
3
．
p
ピ
竃
切
竃
島
ソ
労
勺
－
諸
鉱
門
賃
μ
一
8
N
ワ
一
？
↑
’

⑥
⑦
　
ア
ク
バ
ル
大
両
宙
の
寵
離
ア
ブ
ル
・
フ
ァ
ズ
ル
（
一
五
五
一
～
一
六
（
リ
ニ
年
・
）

　
が
著
わ
し
た
ム
ガ
…
ル
隠
．
代
の
行
政
法
典
。
本
稿
の
サ
；
カ
ー
論
考
の
訳
注
（
ヌ
）

　
参
照
。

サ
ー
カ
ー
「
古
代
イ
ン
ド
の
地
図
学
」

　
は
し
が
き
で
も
述
べ
た
が
、
サ
ー
カ
…
の
論
考
に
は
、
貴
重
な
史
料
や
示

竣
が
含
ま
れ
て
い
る
上
に
、
ご
く
短
か
い
も
の
な
の
で
、
こ
こ
に
図
版
と
訳

注
を
補
っ
て
、
そ
の
全
体
を
紹
介
す
る
。
旧
稿
は
と
も
か
く
、
増
補
さ
れ
た

新
稿
は
、
単
行
本
の
一
章
に
過
ぎ
ず
、
細
目
を
受
け
る
機
会
も
少
な
い
こ
と

で
あ
ろ
う
か
ら
、
拙
訳
も
あ
な
が
ち
無
意
味
で
は
な
か
ろ
う
。

　
訳
文

　
　
凡
側

　
　
　
「
　
文
中
に
転
記
の
（
1
）
（
2
）
（
3
）
…
…
は
原
注
、
　
（
イ
〉
（
ロ
〉
（
ハ
）

　
　
　
　
　
：
：
：
は
訳
注
を
あ
ら
わ
す
。

　
　
　
一
　
本
文
中
の
（
）
内
の
語
句
は
、
原
著
奮
の
も
の
．
で
、
訳
者
の
注
記
に
は

　
　
　
　
す
べ
て
　
〔
　
〕
　
を
用
い
た
。

　
　
　
　
　
原
著
に
は
図
版
が
金
く
な
い
が
、
地
図
に
関
す
る
罫
柄
だ
け
に
、
必
要
と

　
　
　
　
思
わ
れ
る
も
の
を
補
っ
た
。

　
　
　
一
　
梵
語
に
関
し
て
は
苅
谷
定
彦
、
イ
タ
リ
ア
語
に
関
し
て
は
今
川
太
郎
の
両

155 （777）



氏
（
大
阪
大
学
教
官
）

表
し
た
い
。

の
教
示
を
得
た
。
こ
こ
に
鴫
記
し
て
感
謝
の
意
を

　
　
　
　
　
　
マ
ッ
プ

　
梵
語
に
は
〃
地
図
”
に
当
た
る
よ
う
な
特
別
な
語
が
な
い
。
現
代
イ
ン

ヂ
語
で
は
、
昌
ρ
生
路
蝉
（
ア
ラ
ビ
ア
語
の
影
ρ
珍
書
に
由
来
す
る
）
と
い
う
語

が
、
こ
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
絵
画
・
平
面
図
・

概
括
的
説
朔
書
・
宮
庁
報
告
を
も
意
味
す
る
。
東
イ
ン
ド
で
は
ヨ
習
甲

。
淳
養
と
い
う
語
が
、
英
語
の
臼
ρ
℃
を
指
す
の
に
造
ら
れ
て
い
る
。
特

に
梵
語
に
そ
う
し
た
言
葉
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
一
体
地
図
製
作
が
過

去
の
イ
ン
ド
人
に
知
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を
お
こ
さ
せ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
代
イ
ン
ド
で
は
地
図
ま
た
は
海
図
が
9
鉾
騨
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
　
　
　
ビ
ク
チ
ユ
ア
ヨ
　
　
　
コ
テ
リ
ニ
ユ
　
シ
お
ソ

た
は
跳
①
｝
皆
団
9
す
な
わ
ち
油
　
絵
・
絵
　
画
・
図
　
解
と
見
な
さ
れ

て
い
た
と
信
じ
ら
れ
る
根
拠
が
あ
る
。
梵
語
の
。
津
量
と
そ
の
同
義
語
が
、

実
質
上
ア
ラ
ビ
ア
語
の
舜
ρ
ω
冨
げ
と
同
じ
意
味
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
古
代
子
ン
ド
で
地
図
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
シ
ナ
の
将
軍
王
町

鳶
の
西
暦
六
四
八
年
の
イ
ン
ド
で
の
功
績
を
明
記
す
る
「
新
前
書
」
の
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匪
）

料
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
千
人
の
チ
ベ
ッ
ト
兵
と
七
千
の
ネ
パ
ー
ル

騎
丘
ハ
の
援
助
の
下
に
、
茶
翠
黛
羅
の
町
近
く
の
戦
い
で
、
戸
羅
逸
多
（
ω
囲
、

寅
α
犀
）
・
㌣
国
賃
零
く
鍵
O
劉
ρ
舜
）
の
王
位
を
奪
っ
て
い
た
那
辺
黒
豆
七
飯
順

を
捕
え
、
東
イ
ン
ド
の
王
で
あ
る
善
趣
摩
（
ω
村
㍗
国
仁
賞
旨
養
一
名
し
d
冨
。
。
，

犀
霞
ρ
く
㌶
B
ρ
昌
）
を
和
睦
せ
し
め
る
と
と
も
に
Y
五
八
○
の
誠
郭
都
市
を

蜂
扱
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
戸
鳩
摩
王
の
こ
の
シ
ナ
将
軍
へ
の
贈
物
に
は
、

三
万
の
牛
馬
と
多
数
の
武
器
が
含
ま
れ
て
い
た
と
誌
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
迦
没
路
（
国
餌
ヨ
ρ
急
℃
ρ
）
王
が
そ
の
国
の
地
図
を
含
む
珍
し
い
口
㎜
を
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
）

ナ
皇
帝
に
献
上
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
カ
ー
マ
ル
r
パ
の
地
図
は
、

切
冨
ω
財
母
ρ
く
錠
日
§
〔
野
鳩
摩
〕
王
の
宮
廷
の
画
家
の
手
に
な
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　
八
世
紀
に
活
躍
し
た
ゆ
げ
ρ
く
餐
げ
げ
。
¢
の
季
に
な
る
　
〔
戯
曲
〕
　
d
警
ρ
，

義
§
§
許
）
〔
ラ
↓
後
半
生
記
〕
の
笙
段
は
〃
油
絵
の
閲
覧
”
と

呼
ば
れ
る
。
画
家
（
0
一
汁
工
費
吋
騨
吋
9
）
が
、
ア
ヨ
ー
ド
ヤ
ー
（
》
団
。
鳥
げ
嘱
9
1
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ハ
）

H
貯
噸
く
贈
二
王
ラ
ー
マ
の
、
ダ
ソ
ダ
カ
の
森
・
囚
曇
瓢
与
島
プ
唄
鋤
・
セ
イ
ロ
ン

島
（
い
p
諺
畠
）
そ
の
他
の
場
所
で
の
経
験
（
o
貧
詫
騨
）
を
、
遊
歩
道
（
訟
，

跨
節
四
）
に
沿
っ
て
描
い
た
と
い
う
。
ラ
ー
マ
を
森
に
連
れ
て
い
っ
た
彼

の
兄
弟
い
9
〆
三
富
9
骨
餌
の
指
図
に
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
描
い
た

と
い
わ
れ
、
あ
る
種
の
地
図
と
見
な
し
て
よ
い
も
の
を
含
ん
で
い
た
。
そ

の
絵
の
あ
る
も
の
は
、
℃
垂
込
㊤
〈
9
宕
の
丘
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

〃
絶
え
間
な
く
ひ
ろ
が
る
雲
に
よ
っ
て
、
暗
さ
が
一
層
ひ
ど
く
な
り
、
繁

っ
た
木
々
の
列
の
故
に
、
一
様
に
柔
い
青
色
の
縁
ど
り
の
あ
る
森
に
囲
ま

　
　
　
　
　
　
（
こ

れ
た
O
o
轟
く
巽
出
汁
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
洞
穴
が
鳴
り
ひ
び
く
、
そ
う
し

　
　
　
　
　
（
ホ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

た
｝
2
轟
ω
夢
ぎ
p
の
中
心
に
ひ
ろ
が
る
そ
の
丘
を
。
”
柔
い
青
色
に
塗
ら
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向梱

れ
た
森
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
澗
じ
文
脈
に
お

け
る
地
図
の
性
質
を
も
つ
別
の
絵
は
、
　
い
9
厨
欝
9
彰
ρ
に
よ
っ
て
以
下
の

如
き
せ
り
ふ
で
、
ラ
ー
マ
と
シ
ー
タ
…
（
Q
り
搾
鋤
）
〔
ラ
ー
マ
の
妻
〕
に
紹
介
・

さ
れ
る
。
〃
冨
醤
舞
夢
習
9
の
西
方
に
、
O
ぼ
鉾
9
｝
義
訓
若
く
暮
と
し
て
知

ら
れ
る
ダ
ソ
ダ
カ
森
の
区
域
（
夢
9
1
σ
Q
ρ
）
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
首
の
な

い
巨
人
］
）
磐
質
が
毘
没
す
る
。
こ
れ
は
切
喫
即
ヨ
欝
即
丘
の
蜜
簿
碁
α
Q
餌

の
す
み
か
の
敷
地
（
℃
ρ
α
㊤
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
た
ゆ
参
州
即
愚
と
呼

ば
れ
る
や
つ
れ
た
婦
人
O
ρ
σ
霞
騨
で
あ
り
、
℃
ゆ
三
論
と
呼
ば
れ
る
名
高

　
　
　
　
（
3
）

い
湖
で
も
あ
る
。
”

　
八
世
紀
の
梵
語
戯
曲
の
中
の
地
図
ら
し
い
絵
に
つ
い
て
の
こ
の
文
章
は
、

一
世
紀
半
ば
か
り
前
に
ウ
ィ
ル
フ
ォ
ー
ド
（
≦
葭
o
a
）
が
行
な
っ
た
次

の
よ
う
な
批
評
を
思
い
出
さ
せ
る
。
〃
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
人
は
地
理
学
的
小
冊

子
の
ほ
か
に
も
、
プ
ラ
ー
ナ
の
説
に
よ
る
世
界
図
と
天
文
学
者
の
説
に
よ

る
世
界
図
と
を
も
っ
て
い
る
が
、
一
般
的
な
の
は
後
者
で
あ
る
。
彼
ら
は

ま
た
イ
ン
ド
お
よ
び
各
地
の
地
図
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
は

経
緯
度
は
全
く
問
題
外
で
あ
り
、
各
部
分
均
等
の
縮
尺
を
用
い
な
い
。
海

岸
・
河
川
・
山
脈
は
趨
線
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
見
た
こ
の
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
へ
）

の
地
図
の
中
で
最
良
の
も
の
は
、
へ
ー
ス
テ
ィ
ソ
グ
ス
（
缶
母
鳥
ぎ
α
Q
。
。
）
氏

に
贈
ら
れ
た
ネ
パ
ー
ル
王
国
の
地
図
で
あ
る
。
そ
れ
は
長
さ
約
四
フ
ィ
ー

ト
、
堂
守
フ
ィ
ー
ト
半
の
原
紙
で
で
き
て
い
て
、
潤
岳
は
表
面
よ
り
四
一

イ
ン
チ
高
く
し
て
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
ぐ
る
り
に
樹
木
が
描
か
れ
て
い
た
。

道
路
は
赤
線
で
、
川
は
青
線
で
表
現
さ
れ
て
い
た
。
多
く
の
山
脈
は
狭
い

峠
と
と
も
に
非
常
に
明
確
で
あ
り
、
要
す
る
に
縮
尺
以
外
は
何
も
不
足
す

る
も
の
は
な
か
っ
た
。
ネ
パ
ー
ル
の
谷
は
正
確
に
描
か
れ
て
い
た
が
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

う
ん
な
も
の
が
地
図
の
端
の
方
へ
押
し
込
め
ら
れ
て
錯
雑
し
て
い
た
。
”

ウ
ィ
ル
フ
ォ
ー
ド
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
ネ
パ
ー
ル
地
図
は
、
バ
ー
ヴ
ァ

ブ
ー
テ
ィ
に
よ
っ
て
算
額
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
ダ
ン
ダ
カ
森
の
あ
る
Ω
け
〒

斜
犀
鼠
圃
〈
舞
地
区
の
油
絵
と
同
じ
型
の
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
。
ウ
ィ

ル
フ
ォ
ー
ジ
が
言
及
し
た
イ
ン
ド
の
諸
地
図
は
、
彼
が
注
釈
を
加
え
た
よ

う
に
、
恐
ら
く
外
国
人
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
残
念

な
こ
と
に
ウ
ィ
ル
フ
ォ
ー
ド
は
、
彼
が
紹
介
し
た
イ
ン
ド
の
地
図
の
古
さ

に
つ
い
て
は
何
も
い
っ
て
い
な
い
。
彼
が
や
や
詳
述
し
た
ネ
パ
ー
ル
地
図

は
、
そ
れ
ほ
ど
古
い
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

　
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
思
想
お
よ
び
イ
ス
ラ
ム
思
想
下
の
初
期
イ
ン
ド
地
図
学
に

つ
い
て
の
多
く
の
知
識
は
、
プ
レ
（
団
憎
伊
口
O
O
ω
O
O
　
】
い
．
　
℃
β
一
一
ひ
）
の
「
イ
ン

ド
古
代
地
図
学
」
　
（
昌
ρ
O
胃
8
σ
q
三
審
〉
轟
鉱
8
α
o
一
一
．
H
巳
凶
ρ
℃
霞
8
H
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

題
す
る
イ
タ
リ
ア
語
の
興
味
あ
る
著
作
か
ら
与
え
ら
れ
る
。
イ
ン
ド
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
扱
う
そ
の
第
二
篇
（
八
～
四
四
頁
）
に
は
、
プ
ラ
ン
ナ
の
宇
雷
観
お
よ

び
地
理
観
に
基
い
て
、
古
代
イ
ン
ド
の
地
図
学
者
が
作
っ
た
三
種
の
地
図

の
複
製
が
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
世
界
は
中
心
を
同
じ
く
す
る
〔
円
形

ユ57 （779）
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お
よ
び
そ
れ
を
取
巻
く
円
環
状
の
〕
七
つ
の
島
か
ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

島
は
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
中
心
の
島
は
謄
部
洲
（
｝
費
亭

び
巳
く
昔
㊤
）
と
呼
ば
れ
、
そ
の
中
で
、
北
を
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
、
残
り
の
方
角

を
海
で
囲
ま
れ
る
南
の
地
区
を
切
7
9
1
冨
3
之
迄
郭
　
〔
イ
ン
ド
〕
と
い
っ

（
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ト
）

た
。
そ
の
三
種
の
図
の
中
の
二
つ
は
、
ピ
鼻
ρ
鷲
p
5
鐙
〔
世
界
の
解
説
〕

の
写
本
か
ら
複
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
。
汁
ρ
葉
芽
撒
ρ
は
最
初
一
一
世

紀
の
有
名
な
カ
シ
ミ
ー
ル
の
碩
学
ク
シ
エ
ー
メ
ン
ド
ラ
（
溶
コ
c
C
戸
H
μ
σ
昌
畠
腎
ρ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
の
改
鼠
が
多
く
含
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
チ
）

一
方
第
三
の
地
図
は
、
o
。
p
旨
σ
q
舜
魏
魏
〔
綱
要
〕
と
題
さ
れ
る
作
品
の
写

本
か
ら
複
製
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
第
二
図
は
中
心
を
同
じ
く
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
リ
）

る
島
々
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
海
を
表
現
し
、
第
八
図
〔
上
図
参
照
〕
と
第
九
図

は
黒
部
洲
を
表
現
す
る
。
グ
ラ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
（
O
冨
α
≦
《
口
）
訳
の
〉
ぎ
÷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヌ
）

》
胃
げ
p
昌
の
第
一
巻
の
中
の
謄
部
叢
叢
は
、
疑
な
く
プ
レ
が
紹
介
し
た

毒・…・激欝毒灘零：瓢
、　．直珈，！－、，．＝げゐ．乙・輪＿一・：占＝V’．『一　　　　　｝，’・、・．　㌧｛；一・、’：、≦．、

　　Pul16の第5図一ヒソドゥの宇宙像
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向拙

い
。
吋
ρ
℃
蜀
閃
騨
鍬
や
ω
帥
旨
σ
q
漕
げ
僅
’
5
H
の
写
本
に
見
ら
れ
る
図
の
原
図
の
如

き
も
の
か
ら
写
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
地
図
が
ウ
ィ
ル
フ
ォ
ー
ド
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ル
）

て
、
囚
吐
露
ρ
の
p
盛
夏
ρ
〔
大
地
の
構
成
〕
と
題
す
る
著
作
の
写
本
の
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

見
出
さ
れ
、
〃
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
空
想
的
図
解
”
と
性
格
づ
け
ら
れ
た
。

プ
レ
の
著
作
の
二
三
頁
の
第
四
図
に
複
製
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
資
料
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヲ
）

よ
る
宇
宙
誌
的
地
図
は
、
そ
の
起
源
が
確
か
に
イ
ン
ド
に
あ
る
と
い
う
こ

雌
．

《

『
ン
」

Pu116の第11図一ウィルフォードによる謄部洲

と
で
興
味
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
乱
塾
ロ
巴
。
虚
夢
¢
》
。
・
置
江
。

ω
0
9
0
蔓
。
臣
し
d
自
σ
q
鋭
く
。
ピ
U
×
H
〈
、
剛
舘
叶
㌍
H
G
。
⑩
伊
国
9
叶
。
×
×
〈
H

に
発
表
さ
れ
た
ラ
サ
大
伽
藍
の
ス
ケ
ッ
チ
の
如
き
チ
ベ
ッ
ト
の
絵
が
、
イ

ン
ド
思
想
と
同
じ
で
あ
っ
た
か
否
か
を
い
う
の
は
む
つ
か
し
い
。
プ
レ
の

本
の
二
五
頁
第
五
図
〔
前
章
下
図
参
照
〕
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
の
晦
部
洲
と
そ
の

　
　
　
　
　
　
（
ワ
）

周
囲
の
地
図
で
あ
る
。
こ
れ
は
や
や
異
っ
た
種
類
の
も
の
で
あ
る
。
卵
形

の
島
が
、
α
Q
蚕
げ
ρ
〔
九
曜
星
〕
を
あ
ら
わ
す
九
つ
の
円
に
よ
っ
て
取
巻
か

れ
る
。
そ
れ
を
取
巻
く
他
の
一
列
は
、
お
の
お
の
卵
形
の
中
に
収
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
〉

る
一
二
の
無
職
ω
〔
十
二
宮
〕
で
あ
る
。
第
六
図
（
二
九
頁
）
は
ロ
ρ
く
㌣

犀
プ
岩
量
〔
九
つ
の
部
分
〕
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
の
九
区
分
を
あ
ら
わ
す
。

　
　
　
（
ヨ
）

第
一
〇
図
（
三
六
頁
）
と
第
一
一
図
（
三
七
頁
）
〔
上
図
参
照
〕
は
、
と
も

に
ウ
ィ
ル
フ
ォ
ー
ド
〔
論
文
〕
か
ら
転
写
さ
れ
た
謄
部
洲
図
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
古
代
イ
ン
ド
人
の
や
や
異
る
二
つ
の
宇
宙
観
に
従
っ
て
書
か
れ
て

い
る
。
プ
レ
は
ま
た
閑
Φ
p
昌
¢
に
と
ω
伊
暮
錠
¢
舞
〔
の
報
告
〕
を
拠
り
所

　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
（
タ
）

と
し
て
、
寓
8
σ
q
げ
鷲
で
発
見
さ
れ
た
銅
板
彫
刻
の
古
い
地
理
学
的
地
図

　
　
　
　
（
1
2
）
（
レ
）

に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
プ
レ
の
著
作
の
中
の
、
ペ
ル
シ
ャ
や
ア
ラ
ビ
ア
の
資
料
に
よ
る
イ
γ
ド

地
図
学
を
扱
っ
た
第
七
篇
（
＝
二
九
～
五
八
頁
）
に
は
、
　
興
味
あ
る
数
個
の

地
図
が
あ
る
。
一
四
二
頁
の
第
三
五
図
は
、
古
い
ペ
ル
シ
ャ
の
地
球
の
図

に
よ
っ
て
イ
ン
ド
を
示
す
。
イ
ブ
ソ
・
ハ
ウ
カ
ル
（
H
σ
出
国
美
辞
鎮
）
の
地

159 （781）



図
（
九
七
五
A
・
D
・
）
が
一
四
七
頁
の
第
三
六
図
に
、
イ
ド
リ
シ
（
国
段
巨
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ソ
）

の
地
図
（
一
一
五
四
A
・
D
・
）
が
一
五
六
頁
の
第
三
七
図
に
示
さ
れ
る
。

　
イ
ン
ド
の
人
々
特
に
南
部
の
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
人
の
地
図
製
作
の
知
識
に
関

し
て
は
、
濁
昌
。
鴫
9
0
燭
器
蝕
㊤
b
d
艮
長
男
部
一
〇
ρ
（
一
四
版
、
一
染
毛
、
八
四
〇
～

四
一
頁
）
の
以
下
引
用
す
る
意
見
が
面
白
い
。
〃
中
世
の
イ
ン
ド
洋
航
海
者

た
ち
ー
ア
ラ
ビ
ア
人
、
ペ
ル
シ
ャ
人
、
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
人
一
に
用
い
ら

れ
た
海
図
は
地
鳥
海
の
海
図
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
な
い
に
し
て
も
、
価
値
に

お
い
て
は
同
等
で
あ
っ
た
。
　
マ
ル
コ
・
ボ
ー
ロ
　
（
＝
二
世
紀
）
は
こ
う
し

た
海
図
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
し
、
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
（
一
四
九
八
年
）

は
イ
ン
ド
人
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
そ
れ
を
手
に
し
て
い
る
の
に
気
づ
い
て
い
る
。

そ
の
性
質
は
、
一
五
八
四
年
ト
ル
コ
の
提
督
ω
ご
一
”
跨
嵩
ゆ
①
謬
頃
。
。
。
o
ぼ

が
古
代
の
資
料
か
ら
編
集
し
た
海
事
百
科
す
な
わ
ち
竃
。
ぴ
隷
の
中
で
十

分
朗
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
海
図
は
互
い
に
直
角
に
交
わ
る
精

密
な
直
線
の
網
で
覆
わ
れ
る
。
水
平
の
線
が
平
行
圏
で
、
そ
れ
は
北
極
星
、

小
熊
塵
の
こ
う
し
、
大
熊
座
の
手
押
車
の
地
平
線
か
ら
の
高
さ
に
基
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

い
る
。
こ
の
高
さ
は
勝
び
ρ
〔
指
〕
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
が
、
一
指
は
H
。
島
、

　
　
　
　
　
（
ツ
）
　
し

㎝
Ω
、
に
あ
た
る
。
指
は
さ
ら
に
そ
の
一
一
β
の
舞
日
に
分
け
ら
れ
る
。

そ
れ
故
二
本
の
平
行
圏
の
間
隔
は
、
H
b
。
、
銀
、
、
と
な
る
。
こ
の
間
隔
は
時

と
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
っ
て
誤
ら
れ
、
r
北
緯
b
。
、
日
ω
、
、
の
マ
ラ
ッ

カ
を
、
O
ρ
暮
貯
。
の
海
図
二
五
〇
二
年
）
で
は
、
南
緯
ば
、
に
置
い
た

ほ
ど
で
あ
る
。
ト
レ
ミ
ー
（
℃
け
O
一
Φ
疑
団
　
西
麟
二
世
紀
）
が
タ
プ
ロ
バ
ー
ネ

（
日
ρ
糧
。
げ
窪
。
）
す
な
わ
ち
セ
イ
胃
ソ
島
の
大
き
さ
を
、
か
な
り
過
大
視

し
た
こ
と
の
説
明
と
な
る
よ
う
な
こ
の
種
の
地
図
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
風
上
と
風
下
の
地
域
を
分
け
る
本
初
子
午
線
は
、
園
霧
図
蛋
巨
類
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ネ
）

（
コ
モ
リ
ソ
岬
）
を
通
っ
て
い
た
。
　
ま
た
そ
れ
は
神
聖
都
市
ウ
ジ
ャ
イ
ソ

（
d
ご
p
貯
ト
レ
ミ
ー
の
O
濫
冨
）
を
通
る
、
イ
ン
ド
天
文
学
者
の
本
初
子
午

線
、
す
な
わ
ち
ア
ラ
ビ
ア
人
の
い
う
＞
N
謬
子
午
線
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ

た
。
他
の
子
午
線
は
三
時
間
の
航
海
に
等
し
い
と
考
え
ら
れ
る
溝
ヨ
の

間
隔
で
も
っ
て
引
か
れ
た
。
”
イ
ン
ド
人
が
早
く
西
歴
紀
元
の
は
じ
め
に
、

地
図
製
作
の
知
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
島
や
陸
地
を
含
む
イ
ン
ド
洋
の

海
図
に
関
し
て
は
、
ア
ラ
ビ
ア
人
や
ギ
リ
シ
ャ
人
は
イ
ン
ド
人
の
恩
恵
を

蒙
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

原
註（

1
）
　
｝
O
農
昌
■
諺
ω
●
ω
o
o
二
い
O
麓
㊦
H
ρ
＜
O
ド
量
目
メ
’
歯
切
Q
。
噛
℃
・
ω
Q
。
を
見
よ
。

（
2
）
　
ψ
菊
餌
団
編
、
　
一
九
一
二
四
年
カ
ル
カ
ッ
タ
刊
一
〇
六
百
ハ
。

（
3
）
同
　
一
、
二
一
頁
。

（
4
）
参
算
8
男
。
ω
。
§
9
ω
尋
く
♀
＜
日
㍉
。
。
8
噛
電
●
・
。
8
～
圃
ご
。
地
署

　
　
b
o
＄
～
Q
◎
ω
合
く
。
押
メ
層
℃
℃
■
お
刈
～
0
8

　
　
　
〔
岡
誌
八
～
一
〇
巻
に
わ
た
る
ウ
ィ
ル
フ
ォ
ー
ド
の
論
考
の
標
題
は
、

　
　
到
≦
霞
。
廷
”
諺
師
団
ω
都
《
o
旨
挫
プ
Φ
曽
葭
巴
H
ω
冨
ω
首
芸
。
ノ
＜
Φ
ω
＃

　
　
毛
一
夢
。
伴
げ
⑦
吋
円
ω
鴇
畷
ω
o
o
昌
口
Φ
o
落
O
≦
搾
げ
伴
げ
暮
≦
o
H
ド

　
　
で
、
”
p
陣
押
。
群
ど
○
｛
夢
σ
O
㊦
o
σ
q
H
ρ
唱
匿
0
9
0
ワ
《
ω
富
ヨ
ω
o
凶
夢
。
国
一
ゆ
畠
諺

　
　
（
℃
℃
■
b
。
⑦
鴫
～
G
。
δ
）
に
イ
ン
ド
の
地
理
的
世
界
観
が
扱
わ
れ
る
。
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自動

　
　
　
な
お
訳
者
が
参
照
し
た
京
大
人
文
研
所
蔵
の
》
ω
富
鉱
。
ヵ
㊦
器
震
。
冨
ω
（
一

　
　
名
↓
受
話
8
賦
。
蕊
鼠
伸
冨
。
。
。
鉱
。
身
冒
ω
簿
暮
Φ
α
貯
ヒ
d
。
轟
σ
q
＆
は
、
サ

　
　
！
カ
ー
や
フ
ィ
リ
モ
ア
の
記
載
と
ち
が
っ
て
、
刊
年
は
第
八
巻
一
八
○
八
年
、

　
　
第
九
巻
一
八
〇
九
年
、
第
一
〇
巻
一
八
一
一
年
で
、
い
ず
れ
も
ロ
ソ
ド
ソ
版
で

　
　
あ
る
。
プ
レ
は
刊
行
地
を
カ
ル
カ
ッ
タ
と
す
る
か
ら
、
京
大
所
蔵
本
は
恐
ら
く

　
　
そ
の
覆
刻
版
で
あ
ろ
う
。
〕

（
5
）
　
ω
苫
象
H
仲
鎮
寅
鼠
象
周
嵩
巳
。
σ
q
冨
囲
邑
。
山
蜀
三
〇
ρ
＜
o
鮮
囲
く
り
霊
器
壽
ρ

　
　
一
り
O
　
・

　
　
　
〔
プ
レ
の
「
イ
ン
ド
古
代
地
図
学
」
は
彼
の
編
集
に
な
る
同
書
第
四
巻
（
一

　
　
九
〇
一
年
）
と
第
五
巻
（
一
九
〇
五
年
）
に
収
め
ら
れ
る
が
、
お
も
に
西
洋
製

　
　
の
古
地
図
に
お
け
る
イ
ン
ド
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
〕

（
6
）
　
阿
　
八
一
四
四
頁
を
見
よ
。

（
7
）
　
一
六
頁
の
第
二
図
、
三
三
頁
の
第
八
図
。

（
8
）
　
ω
3
貯
噂
図
a
．
富
種
二
霞
碧
回
ω
こ
く
9
．
團
H
噌
や
ω
一
ω
●

（
9
）
　
三
四
頁
の
第
九
図

（
1
0
）
　
｝
ψ
冨
菖
。
蜀
Φ
ω
o
㌶
o
》
㊦
ω
℃
＜
9
．
＜
H
酔
止
℃
。
b
Ω
①
ρ

（
1
1
）
　
〔
ω
僧
馨
碧
。
ヨ
”
〕
O
o
ω
ヨ
。
σ
q
冨
℃
げ
δ
簿
O
母
ε
σ
q
諺
℃
ぼ
ρ
℃
母
一
。
。
蔦
Q
。
詔
層
く
9
●

　
　
H
り
℃
。
ω
①
野

（
2
ユ
）
〔
哨
．
U
．
℃
良
綜
〕
　
一
二
頁
。

訳
注（

イ
）
　
漸
受
書
　
巻
二
二
一
　
西
域
伝
上
。

　
　
（
貞
観
）
二
十
二
年
、
遭
右
衛
率
岩
魚
史
王
玄
策
岩
国
闘
、
豪
富
師
仁
為
副
。

　
　
（
中
略
）
東
天
竺
鼠
戸
鳩
摩
、
送
牛
馬
三
万
、
醜
軍
及
弓
刀
宝
縷
絡
、
迦
没
路

　
　
国
献
異
物
、
井
上
地
図
、
講
老
子
象
。

（
口
）
　
バ
ー
ヴ
ァ
ブ
ー
テ
ィ
は
八
世
紀
の
有
名
な
戯
曲
作
家
で
、
ウ
ジ
ャ
イ
ソ
か
ま

　
　
た
は
そ
の
近
く
に
住
ん
で
い
だ
ら
し
い
。
こ
の
餓
曲
は
現
存
最
高
の
梵
語
戯
曲

　
　
と
い
わ
れ
る
彼
の
三
部
作
の
一
つ
で
あ
る
。
　
い
U
。
≦
ω
。
『
》
Ω
器
。
。
ド
鶏

　
　
U
8
識
O
昌
碧
団
O
曲
鎖
貯
α
上
客
牌
げ
O
ざ
σ
q
ざ
6
㎝
メ
（
以
下
古
い
イ
ン
ド
の
圃
有

牽

　
　
名
詞
に
関
す
る
訳
注
は
、
殆
ど
こ
れ
に
よ
っ
た
。
）

（
ハ
）
　
半
島
南
部
の
マ
イ
ソ
ー
ル
（
徴
矯
ω
o
器
）
州
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
国
。

（
二
）
　
デ
カ
ソ
高
原
中
央
部
を
東
南
流
す
る
川
。

（
ホ
）
　
ダ
ソ
ダ
カ
森
の
申
の
場
所
　
の
名
。

（
へ
）
　
フ
ィ
リ
モ
ア
の
書
簡
で
も
わ
か
る
が
、
初
代
イ
ン
ド
総
督
の
毒
9
長
窪
頃
費
、

　
　
。
・
普
ロ
σ
q
。
・
（
一
七
三
二
～
一
八
一
八
）
。

（
ト
）
　
プ
レ
に
よ
れ
ば
、
一
種
の
宇
宙
誌
百
科
で
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
切
ま
撮
皇
o
o
ρ

　
　
頃
ρ
臥
o
b
巴
Φ
O
⑦
昌
葺
巴
㊦
の
U
¢
○
繍
げ
Φ
峯
p
試
ω
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
あ
る
と

　
　
い
う
。

（
チ
）
　
同
じ
く
右
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
あ
る
と
い
う
。

（
リ
）
　
そ
の
第
八
図
と
同
種
の
も
の
で
あ
る
。

（
ヌ
）
　
フ
ィ
リ
モ
ア
の
書
簡
に
い
う
グ
ラ
ッ
ド
ウ
ィ
ソ
訳
本
第
一
巻
口
絵
の
バ
ラ
モ

　
　
ソ
の
世
界
図
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
訳
本
の
望
薄
・
巻
数
等
は
次
の
通

　
　
り
で
あ
る
。

　
　
国
‘
O
冨
α
≠
冒
”
》
ぎ
点
》
擢
げ
p
同
一
魑
卜
⊃
＜
9
ω
二
H
o
。
O
ρ
（
ア
ジ
ア
史
講
座
　
第
五

　
　
巻
　
南
ア
ジ
ア
史
　
一
九
五
七
年
　
二
＝
一
頁
に
よ
る
）
。

（
ル
）
　
ウ
ィ
ル
フ
ォ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
地
理
学
釣
小
白
子
で
、
終
り

　
　
に
は
世
界
と
メ
ル
山
（
須
弥
山
）
の
空
想
的
図
解
を
伴
う
豊
寓
な
注
釈
が
つ
け

　
　
て
あ
る
と
い
う
。

（
ヲ
）
　
か
つ
て
わ
が
國
で
も
広
く
行
な
わ
れ
た
須
弥
山
世
界
図
の
一
種
で
、
同
じ
図

　
　
は
≦
●
囚
岸
h
巴
”
U
貯
H
（
O
。
。
昌
O
σ
q
蜜
℃
窪
O
創
巽
ご
鳥
O
戯
H
8
0
曽
国
O
箕
田
暮

　
　
這
鵯
に
も
掲
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
鋭
》
・
O
o
o
H
σ
q
ご
》
ξ
げ
9
9
窪
ヨ

　
　
目
注
9
富
妻
β
”
o
β
ミ
8
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
な
お
望
月
仏
教
大
辞
典

　
　
第
三
巻
（
昭
和
八
年
）
に
、
キ
ル
フ
ェ
ル
か
ら
と
っ
た
こ
の
図
（
図
版
第
七
五

　
　
八
）
が
あ
る
。

（
ワ
）
　
こ
の
図
は
ト
ピ
。
｝
⑦
を
①
ゴ
○
伽
O
σ
q
N
P
娼
臨
。
山
雪
護
O
楓
ω
コ
》
σ
費
ρ
b
δ
諺
。
。
器
寅

　
　
一
Q
。
窃
b
。
～
凱
N
》
鑓
霧
噛
お
α
O
の
図
版
第
照
の
、
．
H
繕
助
σ
q
O
O
O
。
。
ヨ
O
⑳
欝
覧
臥
。
鋤

　
　
頃
貯
鳥
。
話
ヨ
、
、
と
題
ざ
れ
る
図
で
あ
る
。

（
カ
）
　
九
区
分
を
あ
ら
わ
す
八
花
弁
の
花
を
、
近
代
豹
イ
ン
ド
麹
に
重
ね
合
わ
せ
た
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も
の
。

（
ヨ
）
　
メ
ル
山
を
蓮
の
花
托
に
、
各
地
方
を
そ
の
花
弁
に
見
た
て
て
描
い
た
辮
部
署

　
　
の
鳥
鰍
図
。

（
タ
）
　
ビ
ハ
ー
ル
州
バ
ト
ナ
束
｛
カ
ガ
ソ
ジ
ス
川
二
番
…
序
の
町
。

（
レ
）
　
プ
レ
に
よ
れ
ば
、
ω
ρ
工
賃
。
導
は
レ
ソ
ネ
ル
の
報
智
を
引
用
し
て
お
り
、
西

　
　
暦
一
世
紀
か
そ
れ
よ
ら
や
や
新
し
い
も
の
で
あ
り
、
土
地
贈
与
箸
な
ど
に
添
え

　
　
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

（
ソ
）
　
こ
れ
ら
の
諸
図
は
イ
ス
ラ
ム
系
の
批
界
図
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
部
に
イ
ン
ド

　
が
表
現
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

（
ツ
）
　
ア
ラ
ビ
ア
で
緯
度
を
あ
ら
わ
す
の
に
翔
い
ら
れ
た
単
位
で
、
ニ
ニ
四
措
が
三

　
　
六
〇
度
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
　
今
井
漆
　
ア
ラ
ビ
ア
科
学
　
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
第
一
巻
一
九
五
九
年

（
ネ
）
　
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
の
東
方
約
ヨ
○
○
キ
ロ
に
あ
る
町
。
　
古
く
く
欝
H
P
筥
帥
，

　
　
蝕
身
㊤
王
が
挿
し
た
と
こ
ろ
で
、
神
墾
な
七
都
市
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

（
大
阪
大
学
助
教
授
）

（784）162


